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県
身
連　

会
長　

内な
い

藤と
う　

則の
り

義よ
し

　

こ
の
度
の
役
員
改
選
に
よ
り
、
会
長

に
就
任
い
た
し
ま
し
た
内
藤
で
ご
ざ
い

ま
す
。

　

戸
井
田
前
会
長
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
平
成
二
十
二
年
か
ら
の
在
任
中
、

県
身
連
の
改
革
や
行
政
の
各
種
委
員

会
、
社
会
参
加
推
進
セ
ン
タ
ー
等
の
提

言
、
実
施
に
活
動
さ
れ
、
多
大
な
功
績

を
上
げ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
事
に
感
謝
の

意
を
表
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
後
任

の
立
場
と
し
て
は
、
任
が
重
く
、
い
さ

さ
か
不
安
を
感
じ
な
い
わ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　

さ
て
、
県
身
連
の
目
的
で
も
あ
り
ま

す
「
身
体
障
害
者
の
生
活
安
定
と
福

祉
増
進
に
寄
与
す
る
」
こ
と
は
各
地
域

団
体
と
協
力
、
連
携
し
て
全
力
を
注
ぎ

推
進
し
て
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

　

国
で
は
「
障
害
者
差
別
解
消
法
の
施

行
三
年
後
見
直
し
」
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
。

　

県
身
連
と
し
ま
し
て
も
、
障
害
者
や

障
害
関
係
団
体
と
連
携
し
、
情
報
を
共

有
し
な
が
ら
、
要
望
事
項
の
取
り
ま
と

め
を
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
令
和
二
年
に
入
り
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
が
全
国
的
に
拡

が
り
、
四
月
よ
り
の
理
事
会
等
会
議
は

書
面
決
議
と
な
り
、
神
奈
川
県
身
体
障

害
者
福
祉
大
会
等
諸
行
事
は
中
止
と
な

り
ま
し
た
次
第
で
す
。
誠
に
残
念
で
は

あ
り
ま
す
が
、
会
員
の
皆
様
の
健
康
と

安
全
、
安
心
を
最
優
先
に
考
え
た
結
果

と
ご
理
解
い
た
だ
き
た
く
存
じ
ま
す
。

　

現
在
地
域
身
体
障
害
者
団
体
の
会
員

減
少
と
高
齢
化
に
よ
り
、
組
織
並
び
に

財
政
基
盤
の
弱
体
化
が
課
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

県
身
連
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
こ
の

よ
う
な
状
況
の
中
で
、
役
員
一
同
全
力

を
あ
げ
て
、
地
域
団
体
と
の
連
携
を
更

に
強
化
し
、
課
題
に
取
り
組
ん
で
参
り

ま
す
。

　

こ
こ
に
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
申
し
上
げ
、
会
長
就
任
の
あ
い

さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

　

第
六
五
回
神
奈
川
県
身
体
障
害
者
福

祉
大
会
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
拡
大
の
影
響
に
よ
り
、
中
止
と
な
り

ま
し
た
。

　

表
彰
に
つ
い
て
、
被
表
彰
者
の
審
査

を
行
い
表
彰
等
が
決
定
い
た
し
ま
し
た

が
、
大
会
中
止
に
よ
り
、
今
年
度
の
表

彰
は
郵
送
で
の
授
与
と
な
り
ま
す
。

県
身
連
会
長
表
彰
（
敬
称
略
）

○
表
彰

　

佐さ

藤と
う　

政ま
さ

雄お

（
鎌
倉
市
）

　

高た
か

橋は
し　

滋し
げ

子こ

（
相
模
原
市
）

　

沢さ
わ

田だ　

節せ
つ

子こ

（
厚
木
市
）

○
感
謝
状
（
地
域
団
体
活
動
）

　

田た

村む
ら　

昌ま
さ

子こ

（
逗
子
市
）

○
感
謝
状
（
県
身
連
活
動
）

　

戸と

井い

田だ　

愛あ
い

子こ

（
茅
ヶ
崎
市
）

　

令
和
二
年
度
の
日
本
身
体
障
害
者
福

祉
大
会
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
拡
大
の
た
め
中
止
と
な
り
ま
し
た

が
、
長
年
に
わ
た
り
団
体
活
動
に
功
績

の
あ
っ
た

　

当
協
会
理
事
の
西に

し

川か
わ

和か
ず

朗お

氏
（
綾
瀬

市
）
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

新
会
長
就
任
あ
い
さ
つ

神
奈
川
県
身
体
障
害
者

　
　
　
福
祉
大
会
に
つ
い
て

日
本
身
体
障
害
者
団
体
連
合
会

　
　
　
　
　
　
　
会
長
表
彰
受
賞



《一人ひとりが出来る「新型コロナウイルス感染症対策」》
　新型コロナウイルスの感染経路の中心は飛沫感染と接触感染。感染している人の咳やくしゃみ
（飛沫）にはウイルスが含まれています。また、ウイルスが付着した物にさわる（接触）ことで感
染が拡がります。こうした感染経路を知って一人ひとりができる適切な感染防止策を行いましょ
う。

①　マスクを着用する。
②　手洗いはこまめに行う。
③　他の人と充分な距離の確保。
　（２メートル間隔が好ましい。）
④　３密（密閉・密集・密接）を避ける。
⑤　適度な運動や十分な休養で体力を維持する。
⑥　換気はこまめに行う。
⑦　発熱や息苦しさ等がある場合には
　　ためらわす相談しよう。

《県身連の取組み》
　新型コロナウイルス感染防止のため、県身連事務所の入口に手指消毒液を設置し、消毒をしてか
ら、来所するよう心掛けています。
　常勤職員のデスクにはアクリル板を設置するなど、新型コロナウイルス感染防止をしておりま
す。
　集会室を利用する場合には、注意事項として、３密の回避、マスク着用、換気など努めていま
す。また貸出の際には、机、椅子等の備品の使用前後での消毒のための、消毒用セットをお渡しし
て除菌にご協力をお願いしています。
　今後実施する講習会等につきましては、講習会開催の14日前から受講生等に県身連で作成した体
温チェックシートに、体調をこまめに記入していただき、感染防止を防ぐようにしていきます。

県身連事務所前に消毒液を設置し、来所
される方へ案内の張り紙を設置。

集会室貸出用の消毒セット

新型コロナウイルス感染対策について

手洗い！うがい！
マスク着用！

コロナウイルス
感染予防対策！
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藤
沢
市
　
櫻さ
く
ら

井い

　
康や
す

則の
り

　

特
定
非
営
利
活
動
法
人
藤
沢
市
聴
覚

障
害
者
協
会
の
設
立
は
昭
和
五
〇
年

（
一
九
七
五
年
）
で
す
。
今
年
で
四
五

周
年
に
な
り
、
法
人
許
可
は
平
成
二
十

年
（
二
〇
〇
八
年
）
で
十
二
周
年
と
な

り
ま
す
。　

当
会
は
市
内
で
は
藤
沢
登

録
通
訳　

訳
者
の
会
、
藤
沢

市
手
話
サ
ー
ク
ル
連
絡
協
議

会
と
共
に
歩
み
、
県
と
し
て

は
上
部
団
体
で
あ
る
、
公
益

財
団
法
人
神
奈
川
県
聴
覚
障

害
者
協
会
の
も
と
活
動
を
行

っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
は
正
会
員
三
九
名
、

賛
助
会
員
一
九
名
、
会
友

一
六
名
、
合
わ
せ
て
七
四
名

で
す
が
、
多
い
時
と
比
べ
て

半
分
程
度
に
減
っ
て
き
て
し

ま
い
ま
し
た
。
そ
れ
は
会
員
の
高
齢
化

や
昔
と
比
べ
て
差
別
が
減
り
、
比
較
的

暮
ら
し
や
す
く
な
っ
た
事
か
ら
当
会
の

存
在
意
義
が
薄
れ
て
き
て
い
る
事
が
あ

げ
ら
れ
ま
す
。
社
会
の
変
化
に
合
わ
せ

た
会
の
あ
り
方
も
課
題
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

　

当
会
は
会
員
相
互
の
親
睦
を
目
的
と

し
、
ボ
ー
リ
ン
グ
交
流
会
、
ク
リ
ス
マ

ス
会
、
女
性
部
の
手
芸
や
料
理
教
室
、

日
帰
り
ツ
ア
ー
な
ど
を
行
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
災
害
対
策
に
つ
い
て
各
団
体

と
協
議
を
進
め
た
り
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
今
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
感
染
が
収
束
し
て
い
な
い
為
、
行

事
を
す
べ
て
自
粛
し
て
い
ま
す
。
そ
の

代
わ
り
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
会
員
グ
ル
ー
プ
を

作
り
、
様
々
な
情
報
交
換
を
し
て
い
ま

す
。
情
報
が
入
り
に
く
い
私
達
に
は
大

切
な
情
報
源
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

藤
沢
市
手
話
講
習
会
（
五
コ
ー
ス
）

を
藤
沢
市
か
ら
受
託
し
、
運
営
も
し
て

い
ま
す
。
特
に
初
級
コ
ー
ス
は
定
員
を

大
幅
に
超
え
る
申
込
み
が
あ
り
、
嬉
し

い
悲
鳴
を
上
げ
て
い
ま
す
。

　

先
ほ
ど
、
差
別
が
減
っ
た
と
書
き
ま

し
た
が
、
ま
だ
ま
だ
課
題
が
あ
り
、

藤
沢
市
役
所
に
要
望
書
を
提
出
し
意
見

交
換
を
し
た
り
、
市
の
協
議
会
な
ど
に

参
加
す
る
な
ど
聴
覚
障
害
者
が
暮
ら
し

や
す
い
社
会
の
実
現
を
目
指
し
て
い
ま

す
。

　

最
後
に
法
人
化
の
目
的
で
も
あ
る
聴

覚
障
害
者
の
た
め
の
施
設
の
実
現
に
向

け
て
少
し
ず
つ
で
す
が
、
上
部
団
体
と

共
に
進
め
て
い
く
よ
う
に
頑
張
っ
て
い

く
所
在
で
あ
り
ま
す
。

南
足
柄
市
　
山や
ま

崎ざ
き

　
　
昇の
ぼ
る

　

神
奈
川
県
身
体
障
害
者
連
合
会
の
皆

さ
ん
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
を
受
け
て
は
い
ま
せ
ん
か
。

私
た
ち
南
障
協
の
会
員
の
方
に
は
、
一

人
も
感
染
者
は
お
り
ま
せ
ん
が
、
活
動

は
な
か
な
か
出
来
て
い
ま
せ
ん
の
で
、

去
年
の
活
動
に
つ
い
て
報
告
い
た
し
ま

す
。

　

２
年
前
か
ら
自
主
事
業
と
し
て
実
施

し
て
い
る
「
み
ん
な
で
チ
ャ
レ
ン
ジ　

パ
ラ
ス
ポ
ー
ツ
」。
こ
の
事
業
を
開
催

に
あ
た
り
、
神
奈
川
県
社
会
福
祉
協
議

会
の
地
域
福
祉
活
動
支
援
事
業
よ
り
、

講
師
謝
礼
、
交
通
費
そ
の
他
の
助
成
、 

公
益
財
団
法
人
日
揮
社
会
福
祉
財
団
よ

り
競
技
器
財
の
助
成
，
ま
た
，
南
足
柄

市
よ
り
体
育
館
使
用
の
協
力
に
よ
り
開

催
い
た
し
ま
し
た
。

　

「
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
、
相
手
の
立

場
を
理
解
し
交
流
す
る
」
を
目
的
に
、

障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
及
び
バ
リ
ア
フ
リ
ー

ス
ポ
ー
ツ
を
体
験
。
前
回
ま
で
の
参
加

者
及
び
市
内
と
近
隣
市
町
の
施
設
や
市

内
小
中
学
校
に
呼
び
か
け
、
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
を
意
識
し
な
が
ら
、
し
た
方
た
ち

に
は
、
障
害
の
有
無
だ
け
で
な
く
、
ど

の
年
代
も
一
緒
に
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
む

た
め
の
ル
ー
ル
を
知
る
こ
と
で
、
実
現

可
能
な
共
生
の
か
た
ち
を
体
験
し
て
も

ら
え
た
と
思
い
ま
す
。

　

福
祉
と
い
う
領
域
に
こ
だ
わ
ら
ず
、

本
気
で
試
合
を
す
る
事
で
、
障
害
を
越

え
た
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
味
わ
う
こ
と
を

目
的
と
し
た
「
み
ん
な
で
チ
ャ
レ
ン
ジ

　

パ
ラ
ス
ポ
ー
ツ
」
は
、
２
年
間
の
開

催
で
２
０
０
名
を
越
え
る
皆
さ
ん
に
体

験
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

２
０
２
０
年
は
、
こ
れ
ま
で
の
体
験

を
生
か
し
て
、
対
抗
戦
を
中
心
に
し
た

パ
ラ
ス
ポ
ー
ツ
楽
し
も
う
と
思
い
ま
し

た
が
、
残
念
な
が
ら
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス

感
染
予
防
に
よ
り
体
験
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
。
来
年
計
画
で
き
た
ら
、
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　

最
後
に
皆
さ
ん
に
お
願
い
で
す
。
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

が
無
く
な
り
ま
し
た
ら
、
市
内
で
初
め

て
の
『
道
の
駅　

足
柄
・
金
太
郎
の
ふ

る
さ
と
』
が
開
業
し
ま
し
た
の
で
、
伊

豆
・
箱
根
方
面
観
光
の
際
に
で
も
お
立

ち
寄
り
下
さ
い
。

藤
沢
市
聴
覚
障
害
者
協
会
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
活
動
内
容

 

南
足
柄
市
身
体
障
害
者

 

　
　
　
福
祉
協
会
の
活
動
内
容

市町村のページ



 

障
害
者
権
利
条
約
講
演
会

　
　
　
　
　
今
年
度
も
開
催
！

第
十
二
回

　
神
奈
川
県
障
害
者

　
　
　
　
文
化
・
芸
術
祭

第
十
四
回

　
神
奈
川
県
障
害
者

　
　
ス
ポ
ー
ツ
大
会
に
つ
い
て
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今
年
度
の
文
化
・
芸
術
祭
は
、
十
二

月
十
九
日
～
二
十
日
に
か
け
て
、
海

老
名
市
文
化
会
館
に
て
開
催
い
た
し
ま

す
。

　

こ
の
文
化
・
芸
術
祭
は
、
障
害
者
が

地
域
で
書
道
・
写
真
・
絵
画
・
手
芸
な

ど
の
展
示
を
し
て
い
ま
す
。

　

日
ご
ろ
か
ら
活
動
し
て
い

る
障
害
者
の
文
化
活
動
の

成
果
を
発
表
す
る
場
と
し
て

実
施
し
て
い
ま
す
の
で
、
是

非
皆
さ
ん
で
お
越
し
く
だ
さ

い
。

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
拡
大
防
止
の
為
、
出
演
団

体
の
発
表
は
行
い
ま
せ
ん
。

【
会　

場
】

　

海
老
名
市
文
化
会
館
（
多
目
的
室
）

　

海
老
名
市
め
ぐ
み
町
六
―
一

【
ア
ク
セ
ス
】

　

小
田
急
線
・
相
鉄
線
・
相
模
線
「
海

老
名
駅
」
徒
歩
約
五
分
。

※
入
場
は
無
料
で
す
。

【
日　

時
】

　

十
二
月
十
九
日
（
土
）

　

十
時
か
ら
十
六
時
《
展
示
会
》

　

十
二
月
二
十
日
（
日
）

　

十
時
か
ら
十
五
時
《
展
示
会
》

出
展
に
関
す
る
問
合
せ
は
・
・
・

　

神
奈
川
県
障
害
者
社
会
参
加
推
進
セ

ン
タ
ー
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

《
推
進
セ
ン
タ
ー
事
務
局
》

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
〇
四
五
―
三
一
一
―
八
七
四
四

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
：
〇
四
五
―
三
一
六
―
六
八
六
〇

　

令
和
二
年
度
の
県
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ

大
会
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
の
影
響
に
よ
り
、
四
・
五
月
の
競

技
会
は
中
止
に
な
り
、
七
月
開
催
予
定

の
水
泳
競
技
会
は
開
催
見
送
り
と
な
っ

て
お
り
ま
し
た
が
主
催
者
の
神
奈
川

県
、
相
模
原
市
と
協
議
し
、
次
の
日
程

で
競
技
会
を
実
施
す
る
事
と
決
ま
り
ま

し
た
。

　

開
催
見
送
り
と
な
っ
て
お
り
ま
し
た

水
泳
競
技
会
は
、
令
和
三
年
三
月
七
日

に
開
催
し
ま
す
。

　

申
込
み
に
つ
き
ま
し
て
は
、
各
市
町

村
障
害
福
祉
主
管
課
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

●
卓
球
競
技
会
　
　
（
精
神
障
害
者
）

　

期
日　
二
〇
二
一
年
一
月
一
五
日
（
金
）

　

会
場　

県
立
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

　

申
込
締
切　

十
一
月
二
四
日
（
火
）

●
卓
球
・

　
サ
ウ
ン
ド
テ
ー
ブ
ル
テ
ニ
ス
競
技
会

（
身
体
・
知
的
障
害
者
）

　

期
日　
二
〇
二
一
年
一
月
一
七
日
（
日
）

　

会
場　

県
立
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

　

申
込
締
切　

十
一
月
二
四
日
（
火
）

●
ボ
ッ
チ
ャ
競
技
会

　

期
日　
二
〇
二
一
年
二
月
二
一
日
（
日
）

　

会
場　

県
立
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

　

申
込
締
切　

十
二
月
七
日
（
月
）

●
水
泳
競
技
会

　

期
日　
二
〇
二
一
年
三
月
七
日
（
日
）

　

会
場　

さ
が
み
は
ら
グ
リ
ー
ン
プ
ー
ル

　

申
込
締
切　

十
二
月
一
四
日
（
月
）

　

社
会
参
加
推
進
協
議
会
普
及
啓
発
部

会
で
は
、
障
害
関
係
者
並
び
に
一
般
県

民
に
対
し
て
、
障
害
の
普
及
啓
発
・
理

解
促
進
を
図
る
た
め
に
、
毎
年
講
演
会

を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

　

令
和
二
年
度
障
害
者
権
利
条
約
講
演

会
は
、
来
年
二
月
九
日
（
火
）
に
海
老

名
市
文
化
会
館
で
開
催
い
た
し
ま
す
。

　

平
成
二
十
六
年
一
月
に
「
障
害
者
権

利
条
約
」
が
締
結
さ
れ
て
か
ら
五
年
が

経
ち
ま
し
た
が
、
未
だ
認
知
度
が
低
い

現
状
が
あ
り
ま
す
。
今
後
の
障
害
に
対

す
る
理
解
・
啓
発
を
さ
ら
に
進
め
て
い

く
た
め
に
実
施
し
ま
す
の
で
、
皆
様
ぜ

ひ
会
場
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

【
開
催
日
時
】

　

令
和
二
年　

二
月
九
日
（
火
）

　
十
二
時
三
十
分
か
ら
十
六
時
（
予
定
）

【
内　
　

容
】

　

（
第
一
部
）　

講
演
会

　

み
な
と
横
浜
法
律
事
務
所

　
　
　
　

弁
護
士　

内
嶋　

順
一　

氏

　

（
第
二
部
）　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

【
会　
　

場
】

　

海
老
名
市
文
化
会
館

　
　
　
　

海
老
名
市
め
ぐ
み
町
六
―

一

【
ア
ク
セ
ス
】

　

小
田
急
線
・
相
鉄
線
・
相
模
線

　
　
　

「
海
老
名
駅
」
徒
歩
約
五
分
。

※
入
場
は
無
料
で
す

※
駐
車
場
に
つ
い
て
は
、
近
く
の
施

設
と
共
有
す
る
形
に
な
り
ま
す
。

《
お
問
い
合
わ
せ
》

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
〇
四
五
―
三
一
一
―
八
七
四
四

　
Ｆ
Ａ
Ｘ
：
〇
四
五
―
三
一
六
―
六
八
六
〇

※
今
後
、
チ
ラ
シ
や
Ｈ
Ｐ
で
周
知
を

進
め
て
い
く
予
定
で
す
の
で
、
そ

ち
ら
か
ら
お
申
込
み
く
だ
さ
い

県身連事業案内
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平
塚
市
　
相あ
い

原は
ら

　
貞さ
だ

雄お

　

ス
ポ
ー
ツ
の
町
・
平
塚
に
は
、
サ
ッ

カ
ー
・
野
球
・
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の

プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
公
式
試
合
が
開
催
さ
れ

ま
す
。
そ
し
て
プ
ロ
ア
ス
リ
ー
ト
の
活

躍
を
間
近
に
観
戦
で
き
る
施
設
が
『
総

合
公
園
』
と
い
う
場
所
に
集
約
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

総
合
公
園
は
多
目
的
公
園
と
し
て
整

備
さ
れ
、
桜
の
広
場
、
野
鳥
の
森
、
ふ

れ
あ
い
動
物
園
や
日
本
庭
園
が
あ
り
季

節
ご
と
に
表
情
が
変
わ
り
小
さ
な
子
供

か
ら
高
齢
者
、
障
が
い
者
ま
で
市
民
の

憩
い
の
場
と
な
っ
て
お
り
、
こ
の
場
を

お
借
り
し
て
紹
介
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

広
さ
は
約
３
０
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
市
内
で

は
広
大
な
広
さ
、
表
題
の
通
り
さ
ん
ぽ

に
は
最
高
の
場
所
で
す
。
メ
タ
セ
コ
イ

ア
並
木
の
木
陰
で
は
、
風
が
吹
き
抜
け

心
地
よ
い
涼
し
さ
、
公
園
内
に
４
㎞
コ
ー

ス
が
引
か
れ
ジ
ョ
ギ
ン
グ
や
歩
行
訓
練

に
最
適
で
す
。
運
動
以
外
に
も
、
日
本

庭
園
を
見
学
し
た
り
、
小
さ
な
子
供
一

緒
に
来
た
と
き
は
ふ
れ
あ
い
動
物
園
で

小
動
物
に
癒
さ
れ
た
り
、
野
鳥
の
森
で

バ
ー
ド
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
を
し
た
り
、
児

童
向
け
の
遊
具
で
遊
ば
せ
た
り
と
楽
し

む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
公
園
内
に
は
、

お
茶
を
飲
ん
だ
り
昼
食
を
提
供
す
る
食

事
施
設
が
あ
り
一
日
中
の
ん
び
り
で
き

ま
す
。
ト
イ
レ
は
昨
年
改
造
、
み
ん
な

の
ト
イ
レ
も
併
設
さ
れ
、
障
が
い
者
に

も
利
用
し
や
す
く
な
り
ま
し
た
。

　

健
康
維
持
、
気
分
転
換
な
ど
平
塚
で

楽
し
め
る
場
所
と
し
て
湘
南
平
か
ら

の
景
色
、
平
塚
海
岸
公
園
の
浜
辺
の
散

歩
、
花
菜
ガ
ー
デ
ン
の
バ
ラ
鑑
賞
、
馬

入
ふ
れ
あ
い
公
園
の
お
花
摘
み
な
ど
紹

介
し
た
い
と
こ
ろ
が
一
杯
あ
り
ま
す
。

平
塚
に
お
越
し
の
際
に
は
ぜ
ひ
、
お
立

ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

綾
瀬
市
　
金か
ね

子こ

　
　
寿ひ
さ
し

　

当
協
会
は
、
身
体
障
害
者
の
福
祉
向

上
を
目
的
に
一
九
六
四
年
に
創
設
さ

れ
、
今
年
で
活
動
も
五
六
年
目
を
迎
え

ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
、
会
員
の
親
睦
（
バ
ス
旅

行
や
交
流
会
等
）、
情
報
提
供
（
機
関

誌
の
発
行
）、
市
や
社
会
福
祉
協
議
会

な
ど
の
行
事
へ
の
参
加
や
、
委
員
会
の

委
員
と
し
て
の
障
害
当
事
者
か
ら
の
提

言
な
ど
活
動
を
中
心
に

行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

昨
年
か
ら
は
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
開
設
し

て
、
前
述
し
ま
し
た

会
の
活
動
な
ど
を
は

じ
め
、
タ
イ
ム
リ
ー

な
情
報
を
掲
載
し
て

い
ま
す
。

　

ま
た
パ
ソ
コ
ン
か

ら
だ
け
で
な
く
、

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
で
ス
マ

ホ
か
ら
も
簡
単
に
ア

ク
セ
ス
出
来
る
よ
う

に
工
夫
さ
れ
て
い
ま

す
。

平
塚
で
散
歩
は
楽
し
さ
一
杯

綾
瀬
市
身
体
障
害
者

　
福
祉
協
会
の
活
動
に
つ
い
て

　

今
年
度
も
例
年
通
り
、
バ
ス
旅
行
を

は
じ
め
、
交
流
会
な
ど
色
々
な
行
事
を

予
定
し
て
い
ま
し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
中
止
せ
ざ
る
お
え

な
い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

こ
の
様
な
状
況
で
す
が
、
今
年
度
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
活
用
し
て
会
員
の
交

流
や
情
報
交
換
な
ど
を
行
っ
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

是
非
皆
さ
ん
も
当
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
ア
ク
セ
ス
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。



コロナに負けるな！

～取り戻そう～
笑顔が溢れる生活を
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小
田
原
市
　
長は

谷せ

川が
わ

　
　
薫か

お
る

　

学
生
の
頃
か
ら
木
工
作
業
が
得
意

だ
っ
た
私
は
、
担
任
の
教
師
か
ら
の
勧

め
も
有
り
指
物
師
に
な
る
べ
く
大
阪
の

建
具
店
に
、
就
職
し
ま
し
た
が
、
直
ぐ

に
木
工
機
械
の
事
故
で
右
手
の
指
を
二

本
切
断
し
て
し
ま
い
退
社
を
余
儀
な
く

さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
紆
余
曲
折
有
り

ま
し
た
が
、
襖
と
内
装
の
技
術
を
覚
え

独
立
し
横
浜
市
磯
子
区
に
開
業
し
ま
し

た
。
翌
年
昭
和
四
九
年
に
結
婚
し
、
そ

れ
を
期
に
障
害
者
の
申
請
を
行
い
片
手

部
切
断
二
種
六
級
の
認
定
を
受
け
障
害

者
手
帳
を
交
付
さ
れ
ま
し
た
。　

　

昭
和
五
五
年
、
茅
ヶ
崎
に
居
を
設

け
、
知
人
の
勧
め
で
神
奈
川
県
身
体
障

害
者
連
合
会
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
に

参
加
す
る
よ
う
に
な
り
、
水
泳
・
陸
上

で
記
録
を
残
し
、
昭
和
五
九
年
奈
良
国

体
に
選
出
さ
れ
水
泳
・
陸
上
競
技
に
出

場
し
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
ま
し
た
。
そ
の

後
も
、
富
山
国
体
、
秋
田
国
体
に
選
出

さ
れ
、
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
ま
し
た
。

　

平
成
二
四
年
に
小
田
原
に
居
を
移
し

ま
し
た
が
、
二
八
年
に
白
内
障
の
手
術

を
受
け
た
が
、
肩
に
怪
我
を
し
運
動
に

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
一

向
に
治
ま
る
気
配
が
有
り
ま
せ
ん
。
政

府
の
緊
急
事
態
宣
言
解
除
後
も
、
感
染

者
数
は
増
え
続
け
て
お
り
ま
す
。

　

そ
ん
な
中
、
県
身
連
会
員
の
皆
様
、

体
調
の
変
化
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？
感
染

防
止
の
た
め
、
県
身
体
障
害
者
福
祉
大

会
を
始
め
、
多
く
の
イ
ベ
ン
ト
は
中
止

と
な
っ
て
お
り
、
障
害
者
団
体
の
活
動

の
拠
点
で
あ
る
県
内
の
福
祉
施
設
も
閉

鎖
さ
れ
、
不
自
由
な
日
々
を
過
ご
し
て

い
ま
す
。

　

又
、
私
た
ち
視
覚
障
碍
者
の
多
く
は

鍼
・
灸
・
マ
ッ
サ
ー
ジ
の
仕
事
を
し
て

い
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
患
者

は
激
減
し
経
済
的
に
困
窮
し
て
い
る
人

も
多
く
お
り
ま
す
。

　

何
時
ま
で
続
く
か
先
の
見
え
な
い
コ

ロ
ナ
戦
争
。
一
日
も
早
い
終
息
を
祈
る

ば
か
り
で
す
。

編
集
委
員
　
新あ
ら

井い

　
修お
さ

身み

（
座
間
市
）

 
私
と
ス
ポ
ー
ツ

県身連事業予定

編
集
室
か
ら

＜10月＞
 18 日（日）

 20 日（火）

＜11月＞
 ８日（日）

 22 日（日）
＜12月＞
 ５日（土）

 ６日（日）

 12 日（土）

 13 日（日）

 19 日（土）
～ 20 日（日）
＜１月＞
 15 日（金）

 17 日（日）

 19 日（火）

　※問い合わせ　電話：045－311－8736
　　　　　　　　　　　045－311－8744
　　　　　　　　　　　　　 [推進センター]

　　　　　　　　 FAX：045－316－6860
　　     http://kanagawa-kenshinren.or.jp

神奈川県ボッチャ審判養成講習会１日目
 （県立スポーツセンター）
身障かながわ編集委員会
 （県社会福祉会館）

神奈川県ボッチャ審判養成講習会２日目
 （シンコースポーツ寒川アリーナ）
《視力部》職業部研修会（検討中）

神奈川県初級障がい者スポーツ指導者養成講習会
 （県立スポーツセンター）
《視力部》GSBプレイボールミーティング
 （神奈川ライトセンター）
神奈川県初級障がい者スポーツ指導者養成講習会
 （県立相模原養護学校）
《聴覚部》Go！デフ・ワールド
 （県聴覚障害者福祉センター）
神奈川県初級障がい者スポーツ指導者養成講習会
 （県立相模原養護学校）
神奈川県初級障がい者スポーツ指導者養成講習会
 （県立相模原養護学校）
神奈川県障害者文化・芸術祭
 （海老名市文化会館）

神奈川県障害者スポーツ大会
 卓球競技会《精神障害者対象》
 （県立スポーツセンター）
神奈川県障害者スポーツ大会卓球・STT競技会
 （県立スポーツセンター）
《聴覚部》高齢部新春のつどい
 （県聴覚障害者福祉センター）

ブ
ラ
ン
ク
が
生
じ
ま
し
た
が
、
こ
れ
ま

で
の
陸
上
、
水
泳
競
技
と
は
異
な
る
、

フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
競
技
で
愛
媛
国

体
に
選
出
さ
れ
、
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
部
で

金
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
ま
し
た
。

　

私
に
と
っ
て
、
国
体
に
出
場
で
き
た

事
は
、
何
よ
り
の
宝
物
で
す
が
、
そ
れ

よ
り
も
、
大
勢
の
ス
タ
ッ
フ
の
方
々
に

支
え
ら
れ
、
活
躍
で
き
ま
し
た
の
で
、

感
謝
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
健
康
に
留
意
し
て
、
明

る
い
笑
顔
で
、
友
人
と
共
に
ス
ポ
ー
ツ

を
楽
し
ん
で
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。


